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合を解析したところ，羽田産と導入群の殼長変化はお

およそ 1 mm 未満，体重変化は ± 2 g の範囲であり，

2015 年の調査結果と比較しても顕著な変化は見られ

なかった（図 1）。一方，羽田産ドブガイ類は昨年同様

に成長が認められた。 

羽田生息地におけるミヤコタナゴの再導入を成功さ

せるためには，マツカサガイが生存でき，かつ再生産

可能な環境を整えていくことが重要であり，死亡の原

因の 1 つとして疑われる大きな水温の日較差や高水温

（5 月から 9 月に観測）を解消することが最重要課題

であった。
1) そこで 2015 年 10 月，沼の水位を高く保

つことで水温の大きな日較差や高水温を緩和しようと，

沼の排水塔の改修（排水口を底から 50 cm 高くした）

を実施した。この改修による効果であるかは不明であ

るが，2016 年の 5 月から 9 月にかけて最高水温 30˚C

を越えた日数は 17 日間と 2015 年の 39 日間に比べて少

なかった。また，日較差が 10˚C 以上あった日数は 2016

年が 2 日間と 2015 年の 25 日間に比べて著しく少なく

なっていた（図 2）。このことから，マツカサガイの成

長不良には，水温の大きな日較差や高水温の他にも何

らかの要因が影響している可能性がある。 
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図 2 2015 年と 2016 年の羽田生息地における 

最高水温と日較差 
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